和文出版物書式（例）

ワークショップ書面発表表題
サブタイトルのある場合

著者名１（所属機関１）・著者名２（所属機関２）
1. モニタリングデータの解説
1.1 摩周湖の気象

1.1.1 気温

摩周湖には気象観測点はないが、2002年7月から2003年2月までデータロガーによる気温の測定を行った。その結果、Fig. 3.1のような関係が得られた。摩周湖の気温の変化はアメダス弟子屈観測所データと極めてよい相関を示し、相関係数は0.99であった。弟子屈観測所の気温は摩周湖の湖岸で観測される気温と比較してわずかに低い気温を示した。
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図3.1 摩周湖の気温と弟子屈の気温の関係

1.1.2 降水量・積雪

摩周湖における降水量は観測点を設置できないために明らかではない。しかし、周辺に位置するアメダス観測所のデータから推定すると、川湯観測所における降水量の値がもっとも近い値であると考えられる。冬季には摩周湖周辺の降雪量は川湯などの平地よりも多い値が推定されるが、データが乏しいため断言はできない。
（中略）
1.4 一般項目

1.4.1 水温

大槻ら (1982) で記述されているように、摩周湖は大気汚染物質の観測ベースラインフィールドとして適切であることが確認された経緯がある。

摩周湖の水温構造の概要を示すと、太陽からの日射は、湖沼の水温変化とともに、そこに生存する生物と物質の循環にも影響を与える。特に、湖沼は河川とは違い水が滞留する特徴があり、中でも主な流入河川がなく、湖水に搬入された汚染物質などは長期間滞留する傾向が著しい。温帯地域の摩周湖の水温構造は、1980～1992年の国立環境研究所の調査結果によると複循環型湖沼であり、夏季の成層期、春季及び秋季に循環期があり、冬季に深層が表層より水温が高い逆列成層期を示す。大気や降雨時に搬入される化学成分などの消長を、長期的、効果的、効率的に把握でき、しかも密度躍層を形成している表層と深層との物質汚染の差を明確に観測可能な時期は、密度躍層が最大になる8月下旬から9月上旬であることがわかったので、毎年同時期に水温分布を確認しながら調査を継続している。

(1) 方法

摩周湖の水温は、小型で高性能のメモリー方式のCTDセンサーを用いて測定している。本センサーは、ロープやつり糸で水中に下ろすだけで、すべて自動的に水深と水温及び電気伝導度を簡単かつ正確に測定できる。

(2) 結果の概要

1995～2002年8月下旬から9月上旬の水温の鉛直分布をFig. 3.4に示す。表層の水温が高く深層が低い成層構造は、1980～1992年の調査結果と同様なプロファイルを示していた。また、詳細に水温の鉛直分布をみると、200～212 m層で湖底の湧水により200 m以浅と比較して常に水温が高く、最大で0.2 ℃程度の差がある。
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図3.4 水温の鉛直分布

1.4.2 電気伝導度

水溶液の伝導率は水中に溶けている陽イオン（Na, K, Ca, Mg 等）及び陰イオン（SO4, Cl, NO3 等）成分の量が多いほど、また、水温が高いほど大きな値になる。従って、湖水に溶解した陽イ

オン及び陰イオンの量を簡便に把握することができる。しかし、珪酸塩のような電荷をもたない成分は把握されず、限定された化学成分の目安でしかないことも考慮する必要がある。
(1) 方法

水温と同様にCTDセンサーを使用し、水深、水温及び電気伝導度を同時に測定した。

電気伝導度は、長さ1 cm、断面積1 cm2の立方体の相対する面の間の電気抵抗率の逆数として求め、CGS単位系 ではSiemens cm-1 (S cm-1)、MKS単位系では S m-1 で表す。摩周湖の導電率測定範囲は、0～2 mS cm-1 程度であることが分かったのでCTDセンサーのフルスケールを精度良く測定できる範囲に設定して用いた。

(2) 結果の概要

Fig. 3.5の電気伝導度の鉛直分布をみると、0～200 m層までほぼ160 S cm-1 程度で変動はほとんどない。200 m付近から湖底に向かって最大195 S cm-1 まで高くなることが見られている。これは、野尻ら (1990) でも明らかなとおり、化学成分の濃い湧水が湖底から湧出していることを示す。CTDセンサーによる電気伝導度の観測結果から化学成分の濃度差があることが観測できる。野尻ら (1990) によれば、水温が43.7℃の高温、無機成分の湧水が37 L s-1 湧出していることが報告されている。その結果を踏まえ、1997年以降、必ず水温及び電気伝導度の鉛直分布を確認している。

（中略）

魚類

摩周湖にはもともと魚類は棲息しておらず、現在湖に見られる魚類、大型甲殻類は外来種である。1926年から1928年にかけて中禅寺湖（栃木県）からニジマスが（内海, 1931）、1929年には米国よりスチールヘッドトラウトが導入された（北海道水産試験場, 1931）。その餌として塘路湖（北海道）のカワエビ、ついで米国からクローフィッシュ（ウチダザリガニ）が導入された（北海道水産試験場, 1930、徳久, 1928）。ウチダザリガニは摩周湖に定着している。プランクトン食であるヒメマスは、ニジマスと棲み分けられるという予想の元、1968年から数年間、支笏湖（北海道）で採卵したヒメマスが導入された。一時期は、体長30 cmほどに生長し、摩周湖で採卵した稚魚が再放流されていたが、現在では矮小化している。ほかにウグイが多く棲息しているが、ウグイの放流記録はない。食物連鎖上位に位置するこれらの大型動物を分析することで、湖水で検出できない低濃度の有機汚染物質の存在状況を確認することを目的に研究を行っている。測定項目は、残留性有機汚染物質 (POPs) と呼ばれる一連の物質と、HCH、DDT（ジクロロジフェニルトリクロロエタン）などの農薬類で、いずれも有機塩素化合物である。ダイオキシン類、PCBは測定していない。表 3.1にニジマス中の有機塩素化合物の濃度を示した。平均濃度が高い物質は、BHC類、HCB、p,p’-DDE、p,p’-DDD、ノナクロ－ル、クロルデンなどで、アルドリン、マイレックス、DDTは検出されないか、ごく一部の検体にしか検出されなかった。これらの物質の濃度は概して低く、北極圏の湖の魚類中のHCB平均濃度と同等である。摩周湖魚類中の -BHCは湖水の約100倍の濃度であり、湖水では検出できない物質についても生物濃縮を経た魚類中では検出できていた。

表3.1 摩周湖ニジマス中のPOPsと関連有機物質の濃度
	Compound
	Concentration

	
	(pg g-1)

	-HCH
	2800

	-HCH
	680

	-HCH
	850

	HCB
	400

	cis-heptachlor epoxide
	190

	p,p'-DDE
	1000

	cis-chlordane
	120

	trans-chlordane
	130

	cis-nonachlor
	88

	trans-nonachlor
	310

	oxychlordane
	220
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頭字語・略語一覧
GEMS

　　Global Environment Monitoring System




　　地球環境監視システム

GEMS/Water
　　Global Environment Monitoring System/Water



陸水監視計画

WHO

　　World Health Organization

世界保健機関
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